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ア
イ
ス
ピ
グ
研
究
会
は
こ

の
ほ
ど
、
管
路
施
設
の
洗
浄

を
ア
イ
ス
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
で

行
う
ア
イ
ス
ピ
グ
管
内
洗
浄

工
法
の
２
０
２
４
年
３
月
末

時
点
で
の
国
内
施
工
実
績
が

累
計
２
０
０
㌔
を
超
え
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ア
イ
ス
ピ
グ
管
内
洗
浄
工

法
は
、
①
製
氷
（
特
殊
ア
イ

ス
ス
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
〈
Ｓ
Ｉ

Ｓ
〉
製
造
）
②
搬
送
（
デ
リ

バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
で
搬
送
）

③
特
殊
ア
イ
ス
ス
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
に
よ
る
洗
浄
④
廃
棄

物
の
処
理
―
の
４
つ
の
手
順

で
進
め
ら
れ
る
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
、
特
殊
な
製
法

で
作
っ
た
氷
ス
ラ
リ
ー
。
微

細
な
氷
の
粒
子
が
約
８
割
、

水
分
が
約
２
割
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
液
体
の
持
つ
流
動

性
と
固
体
の
持
つ
せ
ん
断
力

の
両
方
の
性
質
を
備
え
て
い

る
。
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
水
と
塩
の
み

で
で
き
て
い
る
。
食
塩
の
た

　

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会
（
ポ
リ

テ
ッ
ク
）
は
４
月
25
日
の
定

例
総
会
で
新
会
長
に

山
純

氏
（
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
社

長
）
が
就
任
し
た
。
購
買
や

物
流
管
理
部
門
を
担
当
し
た

経
歴
を
活
か
し
、
廃
材
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
話
す

山
会
長

に
抱
負
な
ど
を
伺
っ
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

―
初
め
に
、
協
会
の
活
動

と
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ
い

て
ご
紹
介
下
さ
い
。

　

髙
山
会
長　

当
協
会
は
、

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
の
普
及
促
進
や
調
査
・
研

究
開
発
を
通
じ
て
、
水
道
管

路
の
更
新
を
促
進
し
、
耐
震

化
率
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動

を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

　

全
国
の
水
道

事
業
体
に
お
け
る
水
道
配
水

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
採
用

実
績
は
、
１
９
９
６
年
の
販

売
開
始
以
来
、
順
調
に
伸
長

し
て
お
り
、
日
本
水
道
協
会

が
公
表
し
て
い
る
水
道
用
品

検
査
実
績
か
ら
算
出
し
た
水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

の
布
設
延
長
距
離
は
、
２
０

２
２
年
度
末
で
累
計
５
万
８

４
９
３
㌔
に
達
し
、
２
０
２

２
年
度
単
年
度
の
布
設
延
長

距
離
で
は
主
要
３
管
種
の
中

で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
と
な
り
ま

し
た
。
近
年
で
は
、
耐
震
性

も
評
価
さ
れ
、
政
令
市
や
中

核
市
で
の
新
規
採
用
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

で
は
、
東
京
都
水
道
専
業
者

協
会
な
ど
を
対
象
に
、「
災

害
対
応
向
け
緊
急
施
工
講
習

会
」
を
開
き
、
早
期
復
旧
に

向
け
た
支
援
活
動
に
、
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を

用
い
た
仮
設
配
管
を
活
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
が
耐
震
管
と
し
て
有
効

で
あ
る
と
の
評
価
と
信
頼
性

が
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と

も
に
、
耐
震
性
の
向
上
が
急

務
で
あ
る
と
い
う
重
い
課
題

に
対
す
る
責
務
の
大
き
さ
を

改
め
て
実
感
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　

―
次
に
、
会
長
に
就
任
さ

れ
て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

髙
山　

水
道
事
業
体
に
お

け
る
耐
震
管
と
し
て
の
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の

認
知
度
と
と
も
に
、
実
績
も

着
実
に
積
み
上
げ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
土
和
広
・
前
会

長
が
築
い
た
実
績
を
継
続

し
、
耐
震
化
率
を
さ
ら
に
高

め
て
い
く
こ
と
が
、
会
長
と

し
て
の
私
の
最
大
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

耐
震
性
に
プ
ラ
ス
し
、
環

境
面
で
も
社
会
貢
献
を
目
指

す
べ
く
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
、
重
点

的
に
検
討
を
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
つ
は
、
２
０
２
２
年
度

に
発
足
し
た
環
境
対
策
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を

強
化
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
ま

で
の
検
討
の
成

果
と
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目

標
）
の
17
ゴ
ー
ル
の
う
ち
８

つ
の
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
、
ポ

リ
テ
ッ
ク
と
し
て
の
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の

原
料
で
あ
る
高
密
度
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
の
環
境
負
荷
に
関
す

る
算
定
値
を
参
考
に
、
製
造

か
ら
廃
棄
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
を
通
じ
た
環
境
負
荷

を
Ｃ
Ｏ

２

換
算
し
、
口
径
別

に
１
本
単
位
、
ま
た
は
１
㍍

単
位
で
客
観
的
に
ユ
ー
ザ
ー

に
示
せ
る
よ
う
、
準
備
を
整

え
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
で
す
。
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
管
の
材
料
と
い
う
と
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ッ
ク
の
ご

み
問
題
な
ど
、
環
境
に
や
さ

し
く
な
い
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
で

す
が
、
最
近
は
植
物
性
由
来

の
原
料
を
使
っ
た
も
の
な
ど

も
出
て
き
て
い
ま
す
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
し
や
す
さ
と
い

う
点
で
は
、
例
え
ば
塩
ビ
管

に
比
べ
、
材
料
構
成
が
単
純

な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
、
ケ

ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
で
原
料

に
戻
す
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い

と
言
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
回
収
の
仕
組
み

を
構
築
し
、
原
料
メ
ー
カ
ー

と
も
協
力
し
な
が
ら
、
リ
サ

イ
ク
ル
管
の
製
造
や
、
環
境

負
荷
の
少
な
い
原
料
へ
の
切

り
替
え
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

―
再
来
年
の
２
月
で
ポ
リ

テ
ッ
ク
は
設
立
30
周
年
を
迎

え
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
、
今

後
の
協
会
の
活
動
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

髙
山　

水
道
事
業
が
国
土

交
通
省
と
環
境
省
に
移
管
さ

れ
、
水
道
界
が
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
る
中
、
こ
れ
か
ら

も
ポ
リ
テ
ッ
ク
は
、
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
水
道
界
が
直
面
す

る
様
々
な
課
題
、
す
な
わ

ち
、
更
新
率
と
耐
震
化
率
の

向
上
、
施
工
性
と
経
済
性
を

活
か
し
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
低
減
、
そ
し
て
環

境
面
か
ら
も
、
日
本
の
水
道

を
持
続
可
能
な
事
業
に
す
る

た
め
、
真
摯
に
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
た
か
や
ま
・
じ
ゅ
ん
）
１

９
８
７
年
３
月
大
阪
府
立
大

学
（
現
大
阪
公
立
大
学
）
経

済
学
部
卒
。
同
年
４
月
に
久

保
田
鉄
工
（
現
ク
ボ
タ
）
入

社
、
２
０
０
８
年
４
月
ク
ボ

タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
供
給
管
理
部

長
。
同
社
購
買
部
長
、購
買
・

物
流
管
理
部
長
、
経
営
企
画

部
長
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
本
部

長
を
歴
任
し
、
２
０
２
０
年 

１
月
に
執
行
役
員
、
２
０
２

１
年
３
月
に
取
締
役
執
行
役

員
、
２
０
２
３
年
１
月
か
ら

代
表
取
締
役
社
長
。
大
阪
府

出
身
、
１
９
６
４
年
８
月
生

ま
れ
の
59
歳
。
座
右
の
銘
は

「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は

開
け
る
」。

め
人
体
に
は
無
害
。
Ｓ
Ｉ
Ｓ

の
搬
送
に
は
、
保
冷
機
能
と

攪
拌
機
が
装
備
さ
れ
た
タ
ン

ク
と
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
管
内
に
注

入
す
る
ポ
ン
プ
を
搭
載
し
た

専
用
デ
リ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

車
が
使
用
さ
れ
る
。
製
氷
拠

点
か
ら
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
輸
送
時
間

お
よ
び
注
入
時
間
の
合
計
が

原
則
４
時
間
以
内
を
条
件

に
、
専
用
車
に
は
２
・
２
㌧

の
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
積
載
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

洗
浄
作
業
で
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ

を
消
火
栓
や
空
気
弁
な
ど
か

ら
デ
リ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
付

属
の
ポ
ン
プ
で
管
内
に
注

入
。
注
入
さ
れ
た
Ｓ
Ｉ
Ｓ

は
、
夾
雑
物
に
到
達
す
る

と
、
管
全
体
を
覆
っ
て
夾
雑

物
を
包
み
込
み
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の

移
動
に
よ
り
夾
雑
物
が
除
去

さ
れ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｓ
洗
浄
終
了

後
に
は
、
塩
分
を
完
全
に
除

去
す
る
ま
で
水
で
洗
い
流

す
。
さ
ら
に
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
水
質

監
視
装
置
）
で
塩
分
が
完
全

に
除
去
さ
れ
た
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
。
回
収
し
た
Ｓ
Ｉ

Ｓ
自
体
は
下
水
道
に
流
し
て

も
問
題
な
い
が
、
含
ま
れ
る

汚
れ
の
種
類
に
よ
っ
て
産
業

廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
。

圧
力
管
路
で
あ
れ
ば
洗
浄
す

る
管
の
種
類
は
問
わ
な
い
。

適
用
口
径
は
50
㍉
以
上
、
５

０
０
㍉
以
下
。
５
０
０
㍉
を

超
え
る
場
合
は
検
討
が
必
要

と
な
る
。

　

同
研
究
会
で
は
「
あ
ら
ゆ

る
パ
イ
プ
を
氷
で
洗
浄
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
示
会
な
ど

で
デ
モ
施
工
や
説
明
会
な
ど

を
実
施
。
ア
イ
ス
ピ
グ
管
内

洗
浄
工
法
は
、
下
水
道
・
水

道
・
農
業
用
水
・
民
間
工
場

な
ど
の
管
路
施
設
の
洗
浄
で

採
用
が
進
ん
で
い
る
。
２
０

２
４
年
３
月
末
時
点
で
国
内

施
工
実
績
の
累
計
は
洗
浄
件

数
４
１
３
件
、延
長
２
１
８
・

６
㌔
。
２
０
１
９
年
度
に
は

第
３
回
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
大
賞
」
厚
生
労
働
省

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
「
ア
イ
ス

ピ
グ
管
内
洗
浄
工
法
に
よ
り

曲
折
部
や
伏
越
部
、
口
径
の

変
化
な
ど
、
従
来
で
は
対
応

で
き
な
か
っ
た
パ
イ
プ
の
洗

浄
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

注
入
さ
れ
た
特
殊
ア
イ
ス

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
は
管
全
体
を

覆
う
と
、
汚
れ
や
夾
雑
物
を

包
み
込
ん
だ
ま
ま
移
動
し
、

管
外
に
排
出
し
ま
す
。
詰
ま

り
や
内
面
を
傷
つ
け
る
リ
ス

ク
が
な
い
た
め
、
老
朽
化
し

た
上
下
水
道
管
に
も
適
応
、

農
業
用
水
や
民
間
工
場
な
ど

の
分
野
で
も
採
用
が
進
ん
で

い
ま
す
。
長
距
離
洗
浄
が
可

能
な
た
め
洗
浄
時
間
が
短

く
、
洗
浄
の
水
量
も
抑
え
ら

れ
る
な
ど
、
環
境
に
も
優
し

い
技
術
。
当
協
会
で
は
、
水

質
の
改
善
や
流
量
の
回
復
な

ど
、
特
に
劣
化
し
た
水
道
管

の
長
寿
命
化
に
貢
献
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
多
く

の
水
道
事
業
体
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
に
、
会
員
各
社
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

パ
ル
テ
ム
技
術
協
会
（
会

長
＝
鷲
根
成
行
・
芦
森
工
業

社
長
）
は
５
月
16
日
、
第
19

回
定
時
総
会
を
都
内
で
開
い

た
。
鷲
根
会
長
は
「
当
協
会

の
会
員
は
４
８
５
社
と
な
り

順
調
に
増
え
て
い
る
。
ホ
ー

ス
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法
、
パ
ル

テ
ム
Ｓ
Ｚ
工
法
、パ
ル
テ
ム
・

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
工
法
、
パ
ル

テ
ム
Ｈ
Ｌ
工
法
の
４
工
法
の

実
績
が
１
８
９
６
㌔
と
増
加

し
て
い
る
の
は
会
員
の
皆
様

の
お
か
げ
。
今
後
も
市
場
の

拡
大
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

協
会
と
し
て
技
術
者
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
研

修
に
参
加
を
。
来
年
は
20
周

年
と
な
る
の
で
準
備
を
進
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

議
事
は
２
０
２
３
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
24
年

度
事
業
計
画
、
予
算
案
、
役

員
改
選
に
つ
い
て
審
議
し
了

承
し
た
。
役
員
改
選
で
は
鷲

根
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。
事

業
計
画
で
は
新
規
会
員
15
社

を
獲
得
し
計
５
０
０
社
を
目

指
す
。
実
績
の
向
上
に
つ
い

て
は
パ
ル
テ
ム
４
工
法
の
設

計
採
用
、
工
事
発
注
の
早
期

実
現
に
尽
力
す
る
。
ま
た
、

日
本
管
路
更
生
工
法
品
質
確

保
協
会
の
資
格
制
度
に
準
じ

た
技
術
研
修
会
を
継
続
す

る
。
今
年
度
は
受
講
し
や
す

い
よ
う
に
二
次
研
修
会
の
講

義
を
ウ
ェ
ブ
会
議
方
式
に
変

更
し
、
試
験
は
下
水
３
工
法

受
講
時
の
会
場
出
席
を
従
来

の
２
日
か
ら
１
日
に
短
縮
す

る
。

理
技
士
認
定
事
業
、
安
全
大

会
や
管
路
管
理
技
士
技
術
講

習
会
な
ど
の
講
習
会
事
業
、

災
害
支
援
活
動
、
災
害
対
応

訓
練
、
展
示
会
出
展
な
ど
の

事
業
を
展
開
す
る
。
群
馬
県

下
全
域
、
藤
沢
市
な
ど
い
く

つ
か
の
自
治
体
と
災
害
時
応

援
対
策
協
定
を
締
結
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
１
月
か
ら
能
登
半
島
地

震
の
災
害
復
旧
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
報
告
書
を
作

成
し
て
い
る
。

　

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
関
東
支
部
は
５
月
15

日
、
都
内
で
第
16
回
全
体
会

を
開
催
し
た
。
昨
年
度
の
事

業
報
告
な
ど
３
議
案
を
審
議

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
の

事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ

い
て
報
告
し
た
。
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
支
部
長
に
は


杉
憲
由
・
高
杉
商
事
社
長
に

代
わ
り
大
淵
久
敬
・
ヤ
マ
ソ

ウ
社
長
が
就
任
し
た
。
大
淵

新
支
部
長
は
「
会
員
の
皆
様

の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

今
年
度
は
下
水
道
管
路
管

　

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
関
西
支
部
（
支
部
長
＝

山
本
孝
司
・
東
山
管
理
セ
ン

タ
ー
代
表
取
締
役
）
は
５
月

15
日
、
第
16
回
全
体
会
を
会

員
企
業
の
関
係
者
ら
約
90
人

が
出
席
す
る
中
、
大
阪
市
内

で
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
山
本
支
部
長
が
会

員
企
業
の
能
登
半
島
地
震
へ

の
支
援
に
感
謝
を
述
べ
、「
今

後
も
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な

ど
に
対
応
し
、
会
員
企
業
に

役
立
つ
活
動
や
情
報
発
信

を
」
と
あ
い
さ
つ
。
議
事
で

は
２
０
２
３
年
度
事
業
・
決

算
報
告
、24
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ

れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
事
務
局
案
の
通
り
、

山
本
支
部
長
ら
が
再
任
。
現

在
の
同
支
部
会
員
数
は
正
会

員
・
賛
助
会
員
合
計
で
99
社

と
な
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
井
上
茂
治
・
管

路
協
専
務
理
事
が
「
２
０
２

３
年
度
の
活
動
と
２
０
２
４

年
度
の
取
り
組
み
」
と
題

し
、
能
登
半
島
地
震
の
災
害

復
旧
支
援
活
動
や
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
管
路

協
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
概
要
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
中
国
・
四
国
支
部
（
支

部
長
＝
金
島
聖
貴
・
丸
伸
企

業
代
表
取
締
役
）
は
５
月
16

日
、
第
16
回
全
体
会
を
岡
山

市
内
で
開
催
し
、
会
員
企
業

の
関
係
者
ら
約
80
人
が
出
席

し
た
。

　

冒
頭
、金
島
支
部
長
が「
人

手
不
足
な
ど
の
課
題
に
対
応

し
、
会
員
企
業
や
業
界
発
展

に
貢
献
」
と
あ
い
さ
つ
後
、

能
登
半
島
地
震
の
災
害
対
応

で
支
援
出
動
し
た
15
社
に
感

謝
状
を
贈
呈
。
新
入
会
員
の

オ
キ
イ
清
掃
（
境
港
市
）、

日
本
ジ
ッ
コ
ウ
中
国
営
業
所

（
広
島
市
）
な
ど
の
紹
介
に

続
き
、
金
島
支
部
長
を
議
長

に
選
出
し
、議
事
に
移
っ
た
。

　

議
事
で
は
２
０
２
３
年
度

事
業
・
決
算
報
告
、
24
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
と

と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う

支
部
役
員
改
選
で
は
、
金
島

支
部
長
ら
の
再
任
を
承
認
。

現
在
の
同
支
部
会
員
数
は
、

正
会
員
・
賛
助
会
員
合
計
で

65
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

閉
会
後
、
井
上
茂
治
・
管

路
協
専
務
理
事
が
基
調
講
演

し
、
今
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
を
紹
介
し
た
。　

金島支部長

山本支部長

鷲根会長

４
工
法
の
実
績
が
１
８
９
６
㌔
に

来
年
の
20
周
年
に
向
け
準
備

パ
ル
テ
ム

技
術
協
会

アイスピグ管内洗浄工法の作業工程。注入されたＳＩＳが管内の
夾雑物を包んで除去していく

国
内
実
績
が
２
０
０
㌔
超
え
る

老
朽
化
し
た
上
下
水
道
管
の
管
内
洗
浄
に

ア
イ
ス
ピ
グ

研

究

会

支部長に大淵
ヤマソウ社長

管路協関東支部

耐
震
化
率
向
上
が
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

環
境
面
で
も
社
会
に
貢
献

大淵新支部長

能登地震支援
の15社を表彰

管路協中国・四国支部

感謝状の贈呈式

ウォーターＰ
ＰＰへ対応を

管路協関西支部

髙
山
髙
山  

純純
氏氏
に
聞
く

に
聞
く

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

シ
ス
テ
ム
協
会
（
ポ
リ
テ
ッ
ク
）
会
長

シ
ス
テ
ム
協
会
（
ポ
リ
テ
ッ
ク
）
会
長

　

国
内
唯
一
の
膜
工
学
研
究

拠
点
と
し
て
、
産
学
連
携
で

膜
工
学
の
先
端
研
究
と
人
材

育
成
を
推
進
し
て
い
る
神
戸

ジ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）
を
大

学
内
で
開
催
し
た
。
今
回
は

「
Ｒ
Ｏ
膜
開
発
の
秘
話
」
を

テ
ー
マ
に
、
東
洋
紡
関
係
者

に
よ
る
海
水
淡
水
化
膜
の
講

演
な
ど
が
行
わ
れ
、
関
係
者

ら
約
60
人
が
聴
講
し
た
。

　

冒
頭
、
松
山
秀
人
・
同
機

構
長
は
「
Ｒ
Ｏ
（
逆
浸
透
）

膜
は
正
浸
透
膜
、
高
濃
度
海

水
処
理
の
塩
水
濃
縮
膜
な
ど

に
応
用
さ
れ
て
お
り
、
膜
技

術
開
発
や
社
会

実
装
の
進
め
方

な
ど
を
参
考

に
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

続
い
て
、
北

河
享
・
神
戸
大

学
大
学
院
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科

特
命
教
授
が
Ｍ

Ｂ
Ｔ
Ａ
の
開
催

趣
旨
と
し
て
、

開
発
膜
の
社
会

大
学
先
端
膜
工
学
研
究
推
進

機
構
は
５
月
17
日
、
第
８

回
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ａ
（
メ
ン
ブ
レ

ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
＆
テ
ク
ノ
ロ

実
装
を
想
定
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
考
え
方
と
膜
技
術
発
展
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
２
０
２

２
年
度
か
ら
テ
ー
マ
ご
と
に

議
論
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
。
ま
た
、
Ｒ
Ｏ
膜
の
開

発
背
景
事
情
と
し
て
、
東
洋

紡
が
１
９
７
１
年
か
ら
Ｒ
Ｏ

膜
の
研
究
開
発
を
開
始
し
、

繊
維
製
造
で
培
っ
た
技
術

を
、
中
空
糸
機
能
膜
な
ど
の

製
造
に
転
用
し
て
き
た
歴
史

な
ど
を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
関
野
政
昭
・
元

東
洋
紡
取
締
役
執
行
役
員
が

「
海
水
淡
水
化
膜
（
Ｓ
Ｗ
Ｒ

Ｏ
）
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
共
に
」

と
題
し
て
講
演
。
関
野
氏
は

１
９
７
２
年
の
入
社
以
来
、

海
水
淡
水
化
膜
を
は
じ
め
、

Ｒ
Ｏ
膜
の
基
礎
開
発
・
生
産

技
術
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
た

経
験
を
踏
ま
え
、
実
証
実
験

や
失
敗
の
最
小
化
な
ど
の
必

要
性
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
同
社
の
製
品
を
導

入
し
た
福
岡
市
海
水
淡
水
化

プ
ラ
ン
ト
が
20
年
間
、
運
転

継
続
中
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
若
手
技
術
者
や
研
究
者

へ
の
期
待
と
し
て
、「
自
ら

を
駆
り
立
て
、
深
掘
り
を
進

め
、
執
念
を
持
っ
て
極
め

る
」
こ
と
を
挙
げ
た
。

東
洋
紡
の
Ｒ
Ｏ
膜
開
発
秘
話
を
披
露

第
８
回
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ａ
を
開
催

神
戸
大
先
端
膜

工
学
研
究
機
構

関野氏 松山機構長

約60人が聴講したＭＢＴＡ

２０２４年（令和６年）６月１０日付

水 道 産 業 新 聞


